
 

「地の塩」石田英雄の歩み（1903-1941 年） 
 
 

 石田英雄は、富士山麓の農家に生を受け、高等学校で農業を学

び、鳥取の地でアメリカン・ボード宣教師ミス・コーと出会う。

ミス・コーの温かい交わりに導かれて受洗し同志社の神学科へ進

む。在学中、ギリシア語、ヘブライ語を始めとして優秀な成績を

収め、卒業後播州南東部の農村に移り住み、「曽根セツルメント」

を創設する。セツルメント（settlement）は、19 世紀末のイギリ

スではじまった、貧困に苦しむ人々と共に生活をしながら生活状

態を改善する運動に由来する。日本においては、岡山博愛会

（1891 年）、東京・神田のキングスレー館（1897 年）が最も早

いものとして知られる。セツルメントについて、石田は「ある住

民の文化的向上の為に、その中に定住すること」、文化的向上と

は「教育によって、心の底からよくなること」、教育とは「極言すれば、キリストの愛の一点において断然百パーセント

の教化なのである」と定義している（竹中正夫『土に祈る』101 頁）。日本社会全体が貧しく、社会福祉の概念もまだ浸

透していない時代に、石田は、英語、数学、習字、珠算などを教える夜学校を開き、農繁期の農家を支えるために託児所

も開設する。その後、サクラ保育園も開設。さらに、被差別部落において日曜学校の分校を開くなど困窮のなかにあるす

べての人々のために積極的に活動する。その結実として曽根教会が誕生する（1930 年 12 月 16 日）。また、農村の重荷

を共に担いながら自給自足の態勢を整え、個人の主体性を重んじながらも他者と共に具体的に助け合うために、「農業実

行組合」の創設を果たす（1940 年）。石田は、実践だけでなく論考も活発に行い、『社会的基督教』や『基督教世界』

などの雑誌に多数寄稿し、その著作は 30 余編に及ぶ。 

石田の活動は強い召命観に支えられ展開したが、同時に、同労者の働き、とりわけ当初より物心両面にわたり石田を支

えた賀川豊彦の存在は大きかった。同じ頃、社会的基督教の運動の同志でもあった中村遙牧師による大阪水上隣保館

（1931 年）の開設があり、石田の働きは、日本キリスト教社会事業の黎明期の一側面を農村社会において形づくってい

たと言える。38 歳という短い人生であったが、後世に残した影響は大きい。サクラ保育園に通った種谷俊一は、石田夫

妻との交流を通して信仰を養われ牧師となった。その後、種谷は「牧会権」裁判の当事者として、弱き者の立場に立つ

「牧会活動」を世に認めさせた（1975 年）。 

2019 年度より、神学部は、ALL  DOSHISHA 教育推進プログラム「社会実践のためのブレンディッド・ラーニングの構

築―「地の塩」プロジェクト」を進め、止揚学園、障がい者地域生活支援センター「あいりん」、「きょうと夜まわりの

会」、「バザールカフェ」と協働し、学生のフィールドワークに重点を置いた科目を展開している。このプログラムは、

社会的弱者・周縁者のために人生を献げた石田英雄の精神を少なからず継承することを目指している。なお、2020 年、

石田ソーダランドのゆり氏（石田英雄の次女）は、伝道、教育のために多額の寄付金を神学部宛てに献げた。 

 
 

（略歴）  

 1903 年（明治 36）5 月 1 日、静岡県富士郡上野村に、父佐野金八・母たきの四男として出生。 

1918 年（大正 7）、静岡県立大宮農業学校に入学。 

1921 年（大正 10）、同校卒業、鳥取高等農業学校に入学（農業化学専攻）。 

1923 年（大正 12）6 月 3 日、鳥取教会で中井佐一郎牧師から受洗、宣教師ミス・コーに出会う。 

1925 年（大正 14）、鳥取高等農業学校卒業、同志社大学文学部神学科に入学。 

1928 年（昭和 3）3 月、同大学卒業、兵庫県東潘州印南郡伊保中島に入村。 

         7 月、石田園江と結婚。 

10 月、「曽根セツルメント」の創設。 

1929 年（昭和 4）8 月、結核の再発および入院療養。 

1930 年（昭和 5）11 月、サクラ保育園の開園。 

12 月 16 日、賀川豊彦による第一回洗礼式（12 名）および教会設立式。 

 1931 年（昭和 6）9 月、改姓し石田英雄となる。 

1934 年（昭和 9）、この 1 年に、次男、三男（早産）、長男の順番で 3 人の稚児を失う。 

1938 年（昭和 13）10 月 9 日、第 54 回日本組合基督教会総会（於東京）で、按手礼を領す。 

同 23 日、教会創立 10 周年記念式。 

1940 年（昭和 15）10 月、曽根町北部農業実行組合創立総会。 

1941 年（昭和 16）10 月 30 日、病状悪化、永眠（38 歳）。 
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